
雉
報
科
日
と
ビ
ジ
ネ
ス
め
実
情

高
校
生
が
学
ぶ
教
科
書
、
日
本
文

教
出
版
の

「情
報
Ｉ
」
が
筆
者
の
手

元
に
あ
る
。

「第
４
章

情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
の
活
用
」

に
、

「ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
デ

ー
タ
の
収
集
」
、

「量
的
デ
ー
タ
の

分
析
手
法
」
、

「統
計
的
検
定
」
の

項
が
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ

ー
チ

（企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
課
題
の
解

決
に
必
要
な
情
報
や
デ
ー
タ
を
収
集

。
分
析
す
る
こ
と
）
の
実
務
経
験
が

あ
る
筆
者
が
読
ん
で
も
申
し
分
の
な

い
内
容
だ
。
注
目
す
べ
き
は

「Ｗ
ｅ

ｂ
調
査

（
＝
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調

査
）
」
と

「標
本
調
査
に
お
け
る
統

計
的
検
定
の
必
要
性

（母
集
団
と
標

本
の
関
係
と
誤
差
）
」
の
記
述
で
あ

り
、
統
計
調
査
は
無
作
為
抽
出
に
よ

る
母
集
団
の
推
計
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
で
は
教
科
書
の
内
容
に
つ

い
て
論
述
す
る
の
で
は
な
く
、
統
計

調
査

（定
量
調
査
／
量
的
調
査
）
に

属
し
、
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
実
情
を
取
り
上
げ

た
い
。

か
つ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
に
お
け
る
統
計
調
査
は
、
標
本

抽
出
の
理
論
を
基
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
母
集
団
を
推
計
す
る
た

め
の
代
表
性
を
担
保
し
て
き
た
。
標

本
抽
出
理
論
を
支
え
て
き
た
無
作
為

抽
出
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
の
は
１

躙 〇鰊

９
９
０
年
代
の
初
頭
で
あ
り
、
標
本

抽
出
枠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
住

民
基
本
台
帳
や
選
挙
人
名
簿
の
商
業

的
利
用
が
不
可
能
に
な

っ
た
こ
と
に

あ
る
。
自
治
体
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

リ
サ
ー
チ
を
含
め
た
商
業
目
的
で
の

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
を
拒
否
す
る
に

至
っ
た
背
景
に
は
、
企
業
に
よ
る
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ト
ル
送
付
リ
ス
ト
の
作

成
目
的
に
よ
る
閲
覧
が
増
加
し
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
個

人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
よ

っ
て
、

官
公
庁
や
自
治
体
が
実
施
す
る
公
的

統
計
調
査
以
外
で
の
住
民
基
本
台
帳

閲
覧
は
原
則
禁
止
と
な

っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
電
話
調
査
の
標
本
抽
出

枠
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
５０

音

別
電
話
帳
も
、
掲
載
率
の
低
下
や
固

定
電
話
の
契
約
数
減
少
に
よ
り
存
在

意
義
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に

登
場
し
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
で
あ
る
。

９０
年
代
後
半
に
登
場
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
調
査
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
と
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
介
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

一
般
に

公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
用
い
て
調
査
協
力

者
を
公
募
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ

ー
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
問
題
点
は
、
母

集
団
を
構
成
す
る
標
本
抽
出
枠
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う

な
母
集
団
で
何
を
代
表
す
る
標
本
が

抽
出
さ
れ
た
の
か
説
明
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。

現
在
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
調

査
が
母
集
団
を
推
計
す
る
た
め
の
代

表
性
を
担
保
で
き
な
い
手
法
で
あ
る

こ
と
を
企
業
が
受
け
入
れ
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
意
思
決
定
に
お
い
て

は
、
調
査
結
果
か
ら
何
を
ど
こ
ま
で

説
明
で
き
る
範
囲
の
デ
ー
タ
な
の
か

を
慎
重
に
判
断
し
な
が
ら
、
コ
ス
ト

削
減
や
調
査
期
間
短
縮
を
経
営
的
な

メ
リ
ッ
ト
と
す
る
考
え
方
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

教
科
書
の
記
述
が
無
作
為
抽
出
に

よ
る
母
集
団
の
推
計
を
前
提
と
し
て

い
る
な
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ

ー
チ
の
実
務
経
験
の
あ
る
筆
者
は
、

高
校
時
代
に

「情
報
」
科
目
を
学
習

し
て
き
た
大
学
生
に
対
し
て
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
の
実
情
を
丁
寧
に
説
明

す
る
義
務
が
あ
る
。

お
り
と

。
つ
ね
お
　
上
智
大
学
文
学
部
卒
。
外
資
系
広
風
只
本社
マ
ッ
キ
ャ
ン

・
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ
勤
務
を
経
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
企
業
の
役
員
を

歴
任
。
２
０
１
４
年
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社
を
東
証
マ
ザ
ー
ズ

（現

・

東
証
グ
ロ
ー
ス
）
に
上
場
。

２‐
年
４
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

分
野
。
情
報
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
大
学
超
客
員
教
授

（現
任
）
。
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